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寒冷地向け二条大麦新品種目1春二条jの育成

谷口義知*1) ・伊藤裕之*])・平 将人*1) ・前島秀和*2) 

古川 亮*3) ・中村和弘*1) ・八回浩一れ)・中村 洋静 5) 

伊藤美環子*3) ・伊藤 誠治*6) 

抄 録小春二条J(I日系統名東北皮38号)は二条並性の皮変で、二条大変の中では耐寒雪性に優
れ、ビール自主造適伎を有する品種である。

1996年5月に東北農業試験場(現 幾J好機構東北農業研究センター)において、ビール用二条大変

「ニシノゴールド」に耐寒雪性の強い六条大変「ミユキオオムギjを交配したFI雑種を母に、麦芽エキ

スおよびジアスターゼカの優れたビール周二条大麦「九州ニ条11号(後のミハルゴールド)Jを父とす

る人工交配を行い、以後、系統育種j去に準じて選抜・回定を隠lり育成したものである。 2008if:1月に品

種登録出願を行った。

議性はやや節句し、株の開閉は“中"の並性品種である。稗長は「ミノリムギ」とi司程度のやや長秤

種で穏長は長く、穂数が多い。穂裂は“矢羽根"ででは多くて長く、ふの色は“淡黄"で穂は直立する。

粒の形はやや緩く、千粒重は“極大"でリットル重は“やや大"で共に fミノリムギJより大きく、外
観品質は“中の上"である。

播牲は“rr"で寒冷地の六条主力品種である「ミノリムギ」と比較して出穏期が1日遅く、成熟期が
1日早い中生穫である。穏発芽伎は“やや難"で、耐倒伏'役は中程度である。耐寒性は“中"、 1討議性

は“やや弱"であるが、これまで普及している二条大麦品種より明らかに強い。 収f設は fミノリムギJ
より少なく“やや多"である。赤かび病抵抗性は“やや強"、オオムギ縞萎縮病およびうどんこ病抵抗

性は“中"、小さび病抵抗性は“弱"である。麦芽品質はコールバッハ数が大きく、「ミノリムギJより
麦芽エキスがやや多く、ジアスターゼカが大きく俊れる。また、指精白皮はミノリムギと問じ「やや大j

で食用としての利用も可能である。栽培適地は寒冷地(東北、北陸地域)の平坦部、根雪期間が70-80

日以下の地帯である。

本品種は地ビール係学lとしての用途を怨l定し、工場規模での麦芽品質を調べるために品種登録を行っ

た。現在、岩手県一潟市で試験栽培と同市内の小規模様造所での試験際迭を行い、同地域での普及をめ

ざしている。

キーワード:小春二条、二条オオムギ、麦芽品質、耐雪性、寒冷地、赤かび病、新品稜

New Two-rowed Barley Cultivar “Koharu Nijo" : Yoshinori T ANIGUCHI帯電 Il， Hiroyuki IToキ Il， Masato 

TAIRA*I'， Hidekazu MAEJIMA*2J， Ryo YOSHIKAWA*31， Kazuhiro NAKAMURA本山， Koichi HATTA * 0， Hiroshi 

NAKA?vIURA叫'， MiwakoITo苓31and Seiji ITo*" 

Abstract : A new twひrowedbariey cultivar “Koharu Nijo" was bred by the pedigree breeding method 

at the National Agricultural Research Center for the Tohoku Region in 2008. It was selected from a 

cross between FI (“Nishino Gold" /“Miyukioomugi") and “Kyushu Nijo 11 (Miharu Gold)¥ 

*1)現・東北農業研究センター (NationalAgricultural Research Center For Tohoku Region， Morioka， Iwate， 020-0198， 

]apan) 

* 2)現・長野県農事試験場 (NaganoAgricultural Experiment Station， Susaka， Nagano， 382-0051， ]apan) 
* 3)現・北海道農業研究センター (NationalAgricultural Research Center For Hokkaido Region， Memuro， Kasai-gun 
Hokkaido， 082-0071， ]apan) 

* 4)現・九州沖縄農業研究センター (NationalAgricultural Research Center For Kyushu Okinawa Region， Chikugo， 
Fukuoka， 833-0041， ]apan) 

* 5)現・作物研究所前ationalInstitute of Crop Science， Tsukuba， Ibaraki， 305-8518， ]apan) 
* 6)現・中央農業総合研究センター北陸研究センター (HokurikuResearch Cent巴r，National Agricultural Research 
Center， ]oetsu， Niigata， 943-0193， ]apan) 

2008年8月11日受付、 2008年12月16日受理
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"Koharu Nijo" is a remarkably improved high quality cultivar for malting and milling with awns， 

hulled barley， spring habit is degree II. "Koharu Nijo" is classified as having moderate cold tolerance 

and slightly weak snow mold tolerance， but its cold and snow mold tolerance are higher than those 

of other two-row邑dbarley cultivars. "Koharu Nijo" is classifi巴das a slightly late maturity barley in 

the Tohoku region with a slightly long culm length. It has a higher spike number， lower yi巴lding

ability， and higher thousand-grain weight than the standard six-rowed barley cultiva訂r

i泊nthe Tohoku and r廷Iokurikuregions. "Koharu Nijo" has moderate pre-harvest sprouting resistance 
and moderate scab resistance. Its barley yellow mosaic resistance and powdery mildew resistance 

ar巴intermediate，and its rust resistance is low. The malt extract and diastatic power per total nitro-

gen of "Koh在ruNijo" is high巴rthan that of "Minorimugi.". This cultivar has been suggest巴dfor local 

production for use by a microbrewery. The whiteness of the pearled grain is the same as that of 

"Minorimugi." "Koharu nijo" is considered to be adapted to low lands in the Tohoku and Hokuriku 

regions in ]apan 

Key W ords : Koharu nijo， Two-rowed Barl巴y，Malting quality， snow mold tolerance， New cultivar 

I 緒 主-
Zコ

東北・北陸地域の寒冷地のうち、東北南部の福島

県、宮城県では、 1970年代まで大手ビール会社と契

約し、「キリン直 1号」、「交AJ、「ニューゴールデ

ンJ等のビール麦(二条大麦)が栽培されていた。

日本麦類研究会の資料「麦の品種別作付面積」によ

ると、 1960年産では宮城県で、619ha、福島県で

1478haの作付があったが、その後は急速に減少し

ている。また、岩手県、新潟県、福井県でも 1960~

70年代にピーク時で、19ha程度の作付が 5~8 年間

継続して行われたが、その後は行われていない。こ

のため、 1981年産の福島県での作付を最後に、以後、

単発的な栽培を除き、東北・北i塗地域でのこ条大麦

作付けは長く途絶えた。寒冷地、特に多雪地帯でこ

条大麦の栽培が定義しなかった要因の一つは、既存

品種の耐空襲雪性が弱く、収量が安定しないためと披

察される O

1994年にj酒税法が改正されて、ビール製造免許の

取得要件が年間最低製造数量2000Lから60Lに緩和

されたことから、1995年のエチゴビールを皮切りに、

全国で小規模な醸造所が多数設立され、いわゆる地

ピールが販売されるようになった。これらの醸造所

の多くは輸入麦芽を原料にしているが、地産地消の

聞から地元産の麦を原料とする醸造所も存在する。

このため、北陸地域の富山県では1997年産から、石

JIj1皐では1999年産から地元醸造所に原料を供給する

ために、二条大麦「あまぎ二条Jの作付が始まった。

10ha以下の規模で、現在まで作付が続いているが、

寒雪害により収量は不安定で、ある。一方、東北地域

の青森県、岩手県では主義雪害を避けるために、 1996

年産から「りょうふう J 等の春橋栽培が 6~7 年間

継続して試みられたが、定義することなく終了した。

春播栽培が定着しなかったのは、秋播より品質が劣

り、収穫期が遅くて梅雨の影響を受けやすいためと

推察される。このため、東北地域の醸造所では、地

元産麦を原料とする場合は、寒雪害に弱いこ条大変

に代えて、六条大麦や小麦を使用することが多い。

しかし、六条大麦は麦芽エキスが低いなど品質が不

十分であり、小麦の使用は、大麦を原料とする大手

ビール会社の商品との差別化が図れる利点もある

が、醸造できるピールの種類が限定される。

上述のように地ビールによる地域振興の観点か

ら、寒冷地で安定した収量の得られるこ条大麦品韓

の需要は高いと判断される O

東北農業試験場 (2000年度から農研機構東北農業

研究センター)では、 1995年度からこ条大麦の耐寒

雪性強化に取り組み、 2002年度に f東北皮38号」を

育成した。本系統は実験室レベルでの醸造試験でピ

ール用二条大麦並の麦芽品質(ビール醸造品質)を

有することが推察できる。そのため、さらに醸造所

規模で品賞を諦べ、地ビール原料としての実需評価

を受けるために、 2008年1月に「小春ニ条」の名称

で品種査録申請を行った。本報告では「小春二条j

の普及に資するため、本品種の育成経過や特性につ

いて紹介する。

本品種の育成に当たり、特性検定試験、系統適応

性検定試験、奨励品種決定調査を実施していただい

た関係機関および担当者各位に厚く御礼申し上げ

る。特に栃木県農業試験場栃木分場には麦芽品質を
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分析していただき、岩手県、秋田県、福井県の研究

機関には分析材料を養成していただいた。これらの

機関の担当者には重ねて感謝申し上げる。さらに、

東北農業研究センター研究支援センター(旧東北農

業試験場企画連絡室)業務第 1科の関村良蔵、木村

力也、藤沢敏彦、斎藤文経、古浮久男、努藤真一、

谷藤彰、佐藤敏幸、松橋克也、熊谷常三、斉藤進の

諸氏には栽培管理や生育・収量調査および品質分析

など育種業務の遂行にご尽力いただいた。ここに記

して各位に厚く御礼申し上げる O

3 

E 来歴および育成経過

1.育種目標及び来歴

「小春二条」は1995年度(1996年5月)に東北農

業試験場にて IFl(ニシノゴールド/ミユキオオム

ギ)Jを母とし、「九ナHこ条11号jを父として人工交
配(盛交C-119) を行い、以後、選抜・回定を図っ

てきたものである(臨1)。表1に交配親の特性を

示す。「ニシノゴールドJ(伊藤ら 1987)は福岡県

(二条大麦育種指定試験地)で育成された播性が

表 1 交配親の特性

口口口

叢性 干早長 並渦f生 条性皮裸性播性 出穏期耐雪性 縞縮萎病
穏発麦芽ジアスタ

系統名 '*性エキスーゼカ

ーシノゴールド痘 立 中 立主 一条 )支 極早 J随弱 様強 中 多 大

ミユキオオムギ銅 旬 中 立t 六条 皮 N 強 中 期t

九州ニ条11号 やや直立 中 並 一条 皮 I 極早 板弱 極強やや9~~ o， 極大

小春二条 やや飼旬やや長 並 一条 皮 E 中 やや弱 中 やや難やや多 大

注 各育成地での品種主主録時の特性値を示した(九州ニ条11号は「ミハルゴールドjとして主主録したときの特性値)。

ゴールデンメロン G-65-， 
ト(FlO)

ゴールデンメロン 近畿稜-K-3-.J 
トニシノゴールド

愛知早生13号一「 ト新回二条l号
US' 6一一一一---， 1 (はるな二条)

新回二条1
(はるな二条)

:::;i二二トサッポロ7ζ二L三月
2 トはがねむぎ
ト会津6号一一J

岩手穂揃1号-， 1 
ト岩手大麦1号J

岩手細変1号J

金子ゴールド一一エピス一一一「

愛知特13号「 ト菜系~1---:1
トアサヒ19号-.J(ア合プコ 1?1¥ 

1菊尉1'1シパリーJ ールデン 1¥1'1'1 
木石港3-.J ←南系B4718

薬剤一一一一」

(F1 

岩手大麦1号「
ト会系21号一一「

白麦一一一-.J
トーユキワリムギ「

剣吉1号一一---，
ト会系24号一一-l

岩手大麦1号」 ト北陸皮26号

;:;:p;;;;二rコゥ…J

ミユキオオムギ

小
春
二
条

UM570一一一一「
ト大系H804----，

新回二条1 号J ト(F1h
(はるな二条 Spartan-一一-.J

ト九州二条1号
南系B4718一---， I (ミハルゴールド)

ト栃系157-----'
新田二条 1号」
(はるな二条)

図 1 I小春二条」の系譜函
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表 2 「小春二条」の選抜経過と各種試験への供試状況

試験年度 1995 1996' 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

世 イ七 交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 FlO F11 

供試数?主1 系統群数 5 6( 2) 4( 2) 2(1) 

系統数 52個体 17 7 6 24 23( 8) 25(12) 15(10) 10 10 10 

選抜数注l 系統群数 4(1) 4( 2) 2( 1) 

系統数 7 6 5 6(2) 4( 2) 2( 1) l 

個体数 52粒 17注2 24 23(8) 25 (12) 15 (10) 10 10 10 10 

生産力検定予備試験 O 
岡 本試験ドリル播 O O O O O O 
岡本試験条播 O O O O O O 
特性検定試験 箇所数 7 5 7 6 9 11 

系統適応性検定試験箇所数 2 

奨励品種決定調査 箇所数 11 5 4 3 

{碕 考
盛交 点f番 散橋散播以後 盛系 東北皮

C-119 春播 点描 C-306 38号

注.1) ( )は後に「小春二条」になる感系C-306、東北皮38号の供試数および選抜数を内数で示した。2001-2002年
度は2系統群に分かれているが、特検、系適、 生検には種子を混合して供試した。
2)選抜の残 り個体は上表とは別に世代促進栽培と派生系統選抜により育成を進め、 予検供試5系統 (内3系統は系
適にも供試)を育成した。

写真 r小春二条」の株標本 写真2 r小春二条」の穂と粒
左 r小春二条」、中 rミノリムギJ、右 rあま ぎ二条」 左 r小春二条J、中 rミノリムギ」、右 rあまぎ二条J
「あまぎ二条Jは寒雪害により短秤化している

写真3 小春二条の越冬

状況

左から小春二条、ミノリムギ

(六条種)、あまぎ二条

2008年3月14日盛岡市で撮影
根雪期間は88日
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表3 I小春二条jの形態的特性

形質番号 形質 小春ニ条

1 -1 叢性 6 (やや節句)

1 -2 株の開閉 5 (中)

1 -3 並渦性 2 (並)

2 -1 稗長 6 (やや長)

2-2 稗の細太 4 (やや細)

2-3 稗の剛柔 6 (やや柔)

24  稗のワックスの多少 6 (やや多)

3 -1 葉耳の有無 1 (有)

3-2 葉色 5 (中)

3-3 葉鞘のワックスの多少 6 (やや多)

3 4 葉鞘の毛の有無・多少 o (無)
4 -1 穂型 8 (矢羽根)

4-2 穏長 7 (長)

4 3 粒着の粗密 6 (やや努)

4-4 穂の抽出度 4 (やや短)

4-5 条性 2 (二条)

4-6 総の下垂度 3 (腹)

5 -1 での有無と多少 7 (多)

5-2 で長 7 (長)

53  での籾滑 7 (根)

6 ふの色 1 (淡焚)

7 -1 粒の形 4 (やや妓)

7-2 粒の大小 7 (大)

7-4 穀皮の厚さ 6 (やや簿)

7-5 底刺毛茸の長短 8 (長)

7 6 外穎基部の横溝の有無 1 (有)

7-7 腹溝のl隔 4 (やや狭)

7-8 鱗皮の毛の;長短 8 (長)

8 -1 千粒重 8 (極大)

8-2 リットル重 6 (やや大)

91  原麦粒の見かけの品質(外観品質 4(中の上)

注大麦種苗特性分類調査報告書 (1980年3月)の基準による。
「あまぎ二条Jを含め寒冷地北部の基準に従って評価した。
「あまぎこ条」については寒雪害により評価できない項目は空欄とした。

表4 I小春二条jの生態的特性

形質番号 形質 小春二条

1 播牲の穏度 2 (証)

3 -1 出穏期 5 (中)

3-2 成熟期 5 (中)

43  脱t=性 6 (やや易)

5 穂発芽性 4 (やや難)

6 脱粒性 6 (やや易)

7 耐倒伏性 5 (中)

8 -1 耐寒性 5 (中)

8 2 耐雪性 6 (やや弱)

8-4 耐凍上性 4 (やや強)

9 収量性 6 (やや多)

12-1 縞萎縮病抵抗性 5 (中)

12-2 赤かび病抵抗性 4 (やや強)

12-3 うどんこ病抵抗性 5 (中)

124 小さび病抵抗性 7 (弱)

注.大変種苗特性分類識変報告書 (1980年3月)の基準による。
fあまぎニ条」を含め寒冷地北部の基準に従って評価した。
fあまぎ二条」については寒雪害により評価できない項目は空欄とした。

ミノリムギ

6 (やや筒匂)

6 (やや関)

2 (並)

6 (やや長)

5 (中)

5 (中)

7 (多)

1 (有)

5 (中)

7 (多)

5 (中)

6 (やや長)

5 (中)

8 (六条)

6 (やや霊)

7 (多)

6 (やや長)

7 (粗)

2 (黄)

6 (やや長)

6 (やや大)

6 (やや大)

5 (中)

5 (中の中)

ミノリムギ

5 (V) 

5 (中)

5 (中)

7 (易)

7 (易)

6 (やや易)

4 (やや強)

5 (中)

4 (やや強)

3 (強)

7 (多)

5 (中)

6 (やや弱)

5 (中)

7 (弱)

あまぎ二条

4 (やや直立)

4 (やや関)

2 (並)

1 (有)

5 (中)

o (無)
8 (矢羽根)

6 (やや密)

2 (ニ条)

3 (直)

7 (多)

7 (長)

1 (淡笈)

2 (短)

1 (有)

5 (中)

2 (短)

あまぎニ条

1 (I) 

2 (極早)

2 (極早)

7 (弱)

7 (弱)

5 
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表5 I/J、春ニ条Jの品質特性

形質番号

4 -1 2 

4-2 皮裸性 2 (皮) 2 (皮) 2 (皮)

10-1 粒質 5 (中間) 5 (中間)

10 3 精麦白度 6 (やや大) 6 (やや大)

11-1 整粒歩合 6 (やや多) 4 (やや少)

11-2 没変待問 5 (中) 5 (中) 4 (やや短)

11-3 麦芽収量率 5 (中) 5 (中) 5 (中)

11-4 麦芽エキス 6 (やや多) 4 (やや少) 5 (中)

11-5 エキス収量 5 (中) 4 (やや少) 5 (中)

11-6 麦芽粗蛋白質含量 6 (やや多) 5 (中) 5 (中)

11-7 百Ji容性窒素合長 8 (極多) 6 (やや多) 6 (やや多)

11-8 コールバッハ数 7 (大) 4 (やや小) 5 (中)

11-9 ジアスターゼカ 7 (大) 6 (やや大)

11-10 全室長素当たりジアスターゼカ 7 (大) 5 (中) 5 (中)

11 11 最終発酵度 5 (中) 5 (中) 6 (やや多)

i主.大麦種苗特性分類調交報告書(昭和55年3月)の恭準による。
「あまぎ二条jは温暖地東部での生産物の評価値を記載。

“1 "のどール周二条大麦で、耐雪性は“極弱"で

あるが、麦芽エキスが多く、ジアスターゼ力が大き

い。「ミユキオオムギJ(後藤ら 1975)は東北農業

試験場で育成された橋性が“]V"の六条の中生品種

で耐雪牲が強く、穂発芽生は“難"である。「九州、|

二条11号jは後に「ミハルゴー lレドJ(古川ら

1997)の名称で品種査録されたビール用二条大麦で

ある。福岡県(二条大麦育韓指定試験地)で育成さ

れ、播性が

芽エキスが多く、ジアスターゼ力が極めて大きい。

交配時の育種呂標は高醸造適性(どール)、二条、

大粒、鮒寒雪性、早生、多収、附病性、強蒋、外観

品質良である O

2.育成経過

「小春ニ条jの選抜経過を表2に示した。 Fl世代

は点播で52偲体を栽植し、 17個体を選抜した。匹世

代ではFlの倒体に由来する17系統を各系統毎に条播

し、 7系統を選抜したo F3世代で、は 7系統を春播栽

培(条播)し、 6系統を選抜したo F4世代では 6系

統を点播栽培し、 5 系統を選抜し、各系統から 4~

5個体を選抜した。忠世代以降は系統育種法に準じ

て系統および、個体選抜を行った。

2000年度 (F5世代)に「小春二条jとなる「盛系

じ306Jを含む4系統を生産力検定予備試験に供試

した。 2001年度 (F6世代)は 1系統を廃棄し、残り

4系統を系統適応性検定試験、特性検定試験に供試

した。その結果、「盛系C-306Jはニ条大麦としては

耐寒雪性に強く、外観品質に盛れるなどの優良な成

績を得たので、 2002年度に「東北皮38号」の系統名

を付して、各県における奨励品種決定調査に供試し

た。「東北皮38号jは奨励品種決定調査では、特に

ビール原料としての検討は行わず、食用の六条大麦

と向様に比較検討が行われ、大粒で外観品質良とい

う評価を得た県もあったが、奨励品種採用には至ら

ず、 2005年度までにほとんどの県で奨励品種決定調

査が終了した。一方、 2002年度から栃木県農業試験

場栃木分場に依頼して麦芽品質を調べたところ、寒

冷地で栽培されている六条大麦品種と比較して明ら

かに麦芽品質が優れ、栃木県産のあまぎ二条と同等

の品質を有すると推定された。そこで、地ビール胤

としての普及の可杏を調べるため、現地試作を行い、

小規模醸造所に工場規模での醸造適性評価と試験販

売を行ってもらうこととし、未譲渡性の要件を篠保

するために2008年1月に品種登録出願を行った。育

種終了は2007年8月 (Fll世代)である。なお、現

時点での具体的普及計画がないため、農林水産省に

対する認定品種申請は行っていない。

3.命名の由来

日、春ニ条jは寒冷地でも安定した秋播栽培が可

能なこ条大麦品種であることをイメージできるよう

に命名した。また、交配親である「ミハルゴ}ルド」

から高醸造適性を受け継いでることから、 fミハ

の子に臨んだ「コハルjという意味も持たせた。

国特 性

「小春二条Jの株、穂および粒の形態を写真 1、
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表 6 l'小春ニ条jの育成地における生育特性

播種 発芽寒雪凍上出穏期成熟期梓長穏長 穏数 小さうど赤か縞萎
弘稜名 倒伏

良否害 答 (月/日) (月/日 (cm) (cm) 本IrrO び病んこび病縮病

小春二条 1.6 1.7 0.0 5/19 6/24 100 6.2 784 1.9 0.6 0.6 0.3 0.0 

力 ミノリムギ 1.3 1.0 0.1 5/18 6/25 97 5.2 640 0.8 0.2 0.3 0.1 0.0 
)v シュンライ 2.7 1.5 0.0 5/12 6124 88 5.1 502 0.0 0.4 0.7 0.1 0.1 
4問 ファイバースノウ 1.8 0.9 0.1 5/17 6/24 99 4.9 566 0.7 0.2 0 5 0.0 0.0 

条 小春二条 1.1 2.1 0.0 5118 6126 93 6.2 518 0.9 0.6 0.9 0.1 0.8 

ミノリムギ 1.2 1.6 0.0 5/17 6/27 94 5.0 440 1.0 0.3 0.8 0.4 0.1 

播: シュンライ 1.5 2.5 0.0 5/12 6126 79 4.7 288 0.0 0.6 1.1 0.7 0.1 

注. ドリル播 2002-2006年度のSカ年平均
条関却cmの 6 条ドリル播、区総150~156cm
播稜蚤 2002年度:700g/a、2003年度:850g/a、2004年度以降:200粒Irrl
前作 2002年度:ひまわり、 2005・麦連作、他の年度は水稲(青刈り)
堆肥 100kg (2005年度は無し)、苦土石灰 6~ 8kg/a 
基肥皇室素 (kg/a) 0.73~0.8 (2002年度は0.68)、他にリン酸、カリを施溺
融三雪期追JJ[I;窒素 (kg/a) 2002年度:0.15、2003年度:0.2、 2004年度以降:0.4 

条 橋 2000-2006年皮の7カ年平均
畦幅70cm、橋幅15cmの散播 播稜最 600g/a 前作ひまわり
堆肥 2001年度以前・ 200kg/a、2002年度以降:100kg/a、苦土石灰5~ 8kg/a 
基肥窒素 (kg/a) 2000~2003年度: 0.64~0.68、 2004~2005年度: 0.5~0.52、 2006年度 :0.4、

他にリン酸、カリを施用
融雪期追肥主主索 (kg/a) 0.2 (2001 ~ 2002年度:0.15) 
大麦縞萎縮病と麦類萎縮病の被害程度は区別せずに縞萎縮病のtl割に記載している。
発芽良否:1 (良)、 2(やや良)、 3(中)、 4(やや不良)、 5(不良)
寒雪;答、凍上害、倒伏、病害:0 (然)、 1(微)、 2(少)、 3(中)、 4(多)、 5(甚)

表 7 l'小春二条jの育成地における収量性及び子実特性

橋稜

法
品種名

側面 外観
...，....1 剥皮 門司

't<:1.又 口口事i

子実:ill:標準比リットル千粒重整粒歩粒の 赤か 発芽

(kg/a) 率(%)重(g) (g) 合(%)肥脊び粒粒

50.0 82 643 44.1 96 5.5 0.1 0.0 

60.9 100 627 34.4 90 4.3 0.0 0.0 

48.8 80 618 37.2 94 4.9 0.0 0.5 

58.2 96 638 36.1 97 5.3 0.0 0.2 

47.5 90 675 48.3 97 6.2 0.0 0.0 

ミノリムギ 53.0 100 655 

十議 シュンライ 35.1 66 640 

1主.試験年度及び耕稜梗概は表6に同じ
リットル重はリットルチトを用いて測定

主主粒歩合はこ条大麦は2.5困問、六条大麦は2.2岡田の餓い日でふるって測定。
粒の肥婿 3 (癖)、 5(中)、 7(主主i詩)、障害粒 o (無)、 1(微)、 2(少)、 3(中)、 4(多)、 5(甚)
外観品質 1 (上上)、 2(上中)、 3(上下)、 4(中上)、 5(中中)、 6(中下)、 7(下上)、 8(下中)、 9(下下)
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2に示した。また、形態的特性、生態的特性、品質

特性を「大麦穂苗特性分類調査報告書(1980年3月)J

の基準に従って分類し、寒冷地の主力品種である

「ミノリムギ」およびピール用ニ条大麦の標準品稜

である「あまぎ二条」と共に表 3~5 に示した。

1.形態的特性

叢性は“やや旬旬"で株の時間が“中"の並性の

二条品種である。葉色は“中"で秤と葉鞘のワック

スは“やや多"である。「ミノリムギjと比較して

稗長はと同等のやや長稗麓で、穂長は長く、帯、数が

多い(表 6)。穂、型は“矢羽根"で粒着の粗密は

“やや後"、穂は直立する。せは多く、長く、ふの色

92 
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表 8 l'小春ニ条」の耐寒性、耐雪性

特性イ直 樹霊長性

試験地 東北農石Jf

小春ニ条 中

ミノリムギ 中

シュンライ 中

耐さ雪;性

東北i良研岩手段TJlf総合判定
中 弱 やや弱

やや強中~やや強やや強

中 やや弱 やや弱

設.東北農業研究センター

場内国場(岩手県llll:岡市)に条隠・株間12恨のこ
条千鳥1本立で栽培し、自然発生により検定した。
被害程度(無~甚)を主とし越冬株率を参考に 9
段階(緩強~様弱)判定。
2003 ~ 2006年度の4年間実施したが、耐寒性は主
に雪害の発生しなかった2006年度を用い、 2004年
度と 2005年度を参考に判定した。耐I.~雪性は2006年
をl徐く 3カ年で判定した。
岩手県農業研究センター:

2001、2005、2006年度3カ年平均。ただし、 fミノ
リムギjは2005年度の供試無し。
岩手県ニ戸郡一戸町J奥中山の園場に4.8x4.8cm間隔
で100粒播稜。主に越冬株率を用い、被害程度と悶
復程度を考慮して5段階(強~弱)に判定。
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表9 r小春二条Jの穂発芽性、うどんこ病及び小
さび病抵抗性

表11 r小春二条jの赤かび病抵抗性
作物研究所 長野県農事試験場

品種名 穂発芽'1笠
うどんこ病 小さび病

抵抗性 抵抗性

小春一条 やや難 中 やや弱~弱

ミノリムギ 易 r.t ~~ 
ミユキオオムギ 難 ~~ ~~ 
シュンライ やや易中中~やや弱 ~~ 

i主.東北農業研究センター 2001 ~2006年度の 6 カ年平均
穏発芽性は成熟期に10穏採取し、 S穂、ずつ1日 (2002
年度は風乾無し)及び 5~6 日間風乾した後、流水中
に11ぬ浸i賞してから150C (2001年は17~18

0

C)に設定し
た穏発芽検定器に入庫した。 7~8 日後 (2001年度は11
日後)に発芽校数を数えて、様難~極易に分級した。
うどんこ病及び小さび病抵抗牲は岡場に秋播および
泰播し、自然発病により検定。各年度毎に秋播と春播
で品穏間笈の顕著な方で抵抗性を判定。

表10 r小春二条」の大麦縞萎縮病抵抗性
I製ウイルス 頂~ウイルス

品種名
発病 被害黄化 発病 被害黄化

抵抗性抵抗性程度抵抗性抵抗性程度

小泰一条 やや弱 強 1IIf: ~ï3 強 多

ミユキオオムギ J係強 極強 鉦 極強 極強 金正

あまぎ二条 i3i3 i3i3 甚 ~~ ~ï3 多

ミカモゴールデン 極強 機強 1m: ~ï3 機弱 甚

j主.栃木県農業試験場栃木分場 2006年度
I現、血型ウイルスそれぞれの汚染臨場に約100粒を
条播し、自然発病で検定。
モザイク病班による発病程度、生脊良否による被害
程度、策化程度を達観で調査
「ニューゴールデンjを様準品種として7段階で判定。

総合
品種名 ポット切り穏 ，罷病 判定

評価
判定 判定 スコア

小春一条 5会 強 4.7 やや弱 やや強

ミノリムギ、 ~~ やや弱 5.0 ~~ ~ï3 
シュンライ 一中やや強 4.8 iJi3 やや弱
ファイバ}スノウ 中 4.5 やや弱 やや弱

注作物研究所
ポット栽培による検定 2001、2005、2006年度3カ年
平均
ビニールハウス内でポット栽培を行う。 5分毎に
数水し穏の湿気を保つ。
間花期にステージの揃った穏にダイヤスプレーで
Fusarium Graminearum H・3株の胞子懸濁液を夕方
噴霧接種する。ハウス内の滋室に 1娩入れ、翌日
再び接種する。
発病程度は迷観でスコア O~9 で詳倒。
切り穏による検定 2005、2006年度2カ年平均
開花期にポットから 3穏切り取り、ポットと問様に
接種、恒温短波器内 (i温度:20"C :t 1 "C.湿度:90 
~98%) に置き、 1 日後に再接種後、発病させた。

長野県農業試験場 2003、2005、2006年度3カ年平均
硝子ハウス内でポット栽培を行う。

開花期lこFusariumGraminearum H -3系統の胞子懸
濁液を喰霧接税する。人工気象主主(l50C、95%)に241時
間入れ、翌日出して再度接種する。その後、 20:t5 "Ck 
ハウス内で、 8分ごとにら秒間ミスト状に散水し発病
を促した。発病程度は達観でスコア O~9 で詳仙iする。

表12 暖冬年における rIJ、春二条jと既存ニ条大麦品種との生育及び収量比較 (2006年度)

播稜
品種名

寒雪凍上出穂、期 成熟期 手早長 穏数 子三定重標準比 リットル千粒重整粒歩外観

i去 害 苦手 (.FJI日) (月/日) (cm) (本1m) (kgla) 率(%) 重(g) (g) 合(%) 品質

小泰一条 1.0 0.0 5/13 6/19 100 1.028 60.1 96 630 40.5 92 3.5 

ド あまぎ二条 2.8 1.0 51 3 6/21 64 908 24.5 39 588 38.2 67 4.0 

Jv 
ミカモゴ-)vデン 3.3 1.0 51 3 6/23 64 707 24.6 39 634 38.6 72 3.0 

f喬 ミノリムキ、 1.8 0.3 5/14 6/23 97 609 62.9 100 623 34.5 93 5.5 

シュンライ 1.0 0.0 51 9 6/19 95 583 62.2 99 589 36.1 96 7.5 

小春一条 0.5 5/15 6/21 94 593 54.7 97 663 47.5 95 3.0 
条 ミカモゴールデン 3.0 51 6 6/24 97 463 7.1 13 621 40.8 75 9.0 

播 ミノリムギ 1.5 5/17 6/25 89 401 56.4 100 652 38.0 95 6.0 

シュンライ 2.0 5/10 6/21 75 288 34.2 61 614 38.7 97 7.0 

注. ドリル播 条関20cmの6条ドリル橋、区幅154cm、播穫量200粒1m
前作 水稲(青刈り)、土佐肥 100kg、苦土石灰 7.5kgla 
基肥窒素 0.73kgla、融雪期追肥窒素 O.4kg/a、他にリン酸、カリを施用

条 播陛編70cm、播i隔15cmの散播播稜最 600g/a
前作ひまわり 堆肥 100kg/a、苦土石灰 8kg/a 
基肥窒素 0.4kg/a 融雪期追肥窒素 O.2kgl呂、他にリン酸、カリを施用

寒害、 J来上害 o (無)、 1(微)、 2(少)、 3(中)、 4(多)、 5(甚)
外観品質 1 (上上)、 2(上中)、 3(上下)、 4(中上)、 5(中中)、 6(中下)、 7(下上)、 8(下中)、 9(下下)
リットル霊はリットル升を用いて測定
主主粒歩合は二条大麦は2.5mm、六条大変は2.2mmの締い日でふるって測定。
ミカモゴールデンの条播の外観品質は青未熟粒が多く、“9"としたが、これを考慮しなければ“4"である。



ウイルスに対しては“弱"であるが、被害抵抗性は

共に“強"であり(表10)、総合的には“中"に区分

される。赤かび病抵抗性は“やや強"である(表11)。

(3 )収量性

育成地でのドリル播栽培では子実重は50.0kg/a

で、標準品種の「ミノリムギj対比82%と少収であ

るが、「シュンライ」とは関等である。また、条播

栽培では子実重は47.5kg/aで、「ミノリムギ」対比

90%と時様に少収であるが、「シュンライJよりは

多収である(表7)。

(4 )既存二条大麦品種との比較

暖冬で、根雪期間がなかった2006年度でも、既存の

二条大麦品種 fあまぎ二条」や「ミカモゴールデン」

には中程度の寒雪害が発生して、収量が 7.1~

24.6kg/aしか得られなかった(表12)。また、根雪

期間が88日間であった2007年度では、寒雪害により

「あまぎ二'条Jや「ミカモゴールデン」は全滅した

(写真 3)。しかし、「小春ニ条Jは2006年度は fミ

ノリムギ」並の収最が得られ、 2007年度でも寒雪害

の被害は軽く、明らかにこれら既存のニ条大麦品種

より耐寒雷性が強く、収量性が安定している。

3.品質特性

(1)外観品質および精・糠性他

「小春ニ条jは梗性の皮麦で粒質は中時質である。

「ミノリムギ」と比較して粒の肥癖は豊満で、側面

裂皮がやや多いものの、顕著な被害粒発生はなく、

外観品質は“中の上"でf憂れる(表7)。

( 2 )捻精品賞

t島幸吉時間が「ミノ 1)ム

9 谷口ほか:寒冷地向け二条大変新品稜「小春二条」の育成

は“j炎黄"で粒の形は“やや短"である。千粒重、

リットル震は「ミノリムギ」より大きく、それぞれ

“核大"、“やや大"である(表7)。

2.生態的特性

(1)播性および早晩性

播性程度は

~1泊9 日で「ミノ 1リj ムギ」より 1 日遅く、成熟期が 6

月 24~26B で「ミノリムギJ より 1 日早い中生品種

である(表6)0 

( 2 )病害および諸障害抵抗性

特性検定試験および生育調査の結果を総合的に判

断すると、耐倒伏性は「ミノリムギjより弱い“中"

で、耐寒性は「ミノリムギJと同じ“中"であるが、

制雪性は fミノリムギ」より弱い“やや弱"である

(表6、8)。穏発芽性は「ミノリムギ」より難の

“やや難"でで、うどんこ病抵抗性は“中¥小さひぴ、病抵抗

性は

抵抗性は I型ウイルスに対しては“やや弱¥E型

より短く優れるが、欠

「小春二条」の鵠精品質

条

J番

注.東北農業研究センタ- 2002~2005年度 4 カ年平均。
捻精Iは佐竹製作所TM05Cを用いる。供試愛180g。白
度はケット社製C300でiJ!IJ定。
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4.5 

1.0 

2.9 
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6.8 

0.7 

2.3 

2.l 

t島i椅
白皮

43.9 

42.4 

43.9 

45.8 

42.8 

41.8 

42.4 

45.7 

t島粉時間
(分.秒)

6.06 

7.33 

7.l2 

6.33 

5.59 

7.42 

7.22 

6.55 

表13

品種名

小春ニ条

ミノリムギ

シュンライ

77イバ]スノウ

小春二条

ミノリムギ

シュンライ

77イバ}スノウ

f番手重
法

ド
リ
ル
播

i枕点

O点

10 

8 

9 

麦
芽
粗
蛋
白
(
%
)

満点84 

82 

80 

麦
芽
エ
キ
ス
(
%
)

7 
78 

04 05 平均
ミノリムギ

図3 r /J、春二条jの麦芽粗蛋自
I主.東北農業研究センター (2004年度、 2005年度)
分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼
最適値の範閣があり、ビール酒造組合による評点計算

式では1O~1l%の範閤が満点 (10点)、そこからはずれ
ると減点し、 O点は 8%及び13%

04 05 平均
小春二条

04 05 平均
ミノリムギ

図2 r小春二条」の麦芽エキス
注.東北農業研究センター (2004年度、 2005年度)
分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼
数値は高い方が良く、ビール酒造組合による評点
計算式では84%以上で満点 (20点)、 O点は79%

04 05 平均
小春二条
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O点

ii奇点

50 

44 

42 

48 

46 
コ
ー
ル
バ
ッ
ハ
数

満点

0.8 

0.7 

0.6 

10 

可
溶
性
向
車
素
(
%
)

40 
O点

0.5 
04 05平均
ミノリムギ

図 5 r小春二条jのコールバッハ数
注.東北農業研究センター (2004年度、 2005年度)
分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼

主主~僚の範囲があり、ピールj酉造組合による評点、計祭
式では40~45の綴凶が満点(10点)、そこからはずれる
と減点し、 O点は35及び50

04 05平均
小春二条

04 05平均
ミノリムギ

図4 r小春二条jの可溶性窒素
j主.東北農業研究センター (2004年度、 2005年度)
分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼

最適値の範閉があり、どール酒造組合による評点計
算式では0.7~0.8%の範聞が満点、 (10点)、そこからはず
れると減点し、 O点は0.55%及び0.95%

04 05平均
小春ニ条

満点88 

80 

84 

82 

86 既
成
終
発
酵
度
(
%
)

満点

280 

240 

200 

ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
カ

(
巧
町
内
¥
サ
Z
)

O点78 
160 

図7 r小春二条」の散布切き酵度
i主東北農業研究センター (2004年度、 2005年度)
分析は栃木県農業試験場栃水分場に依頼

数億は高い方が良く、ビール酒造総合による詳点計

算式では88%以上で満点(10点)、 O点は78%

04 05平均
ミノリムギ

04 05平均
小春二条

04 05平均
ミノリムギ

「小春二条Jの麦芽蛋白当たりのジアスター
ゼ力

04 05 王子均
小春ニ条

国6

注.東北農業研究センター (2004年度、 2005年度)
分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼

数値は高い方が良く、ビール酒造組合による評点計算
式では250WK/TN以上で満点(20点)、 O点、は100WK/TN

育成地における「小春二条jの麦芽品質表14

3t汁色皮

(430nm) 

4.1 

3.1 

日-amylas巴

(U/d rng) 

83.1 

67.8 

変汁:布告度

(mPa. s) 

1.55 

1.57 

麦汁Fーグルカン
(rng / Q ) 

72 

108 

総合評点

76.0 

39.8 

水感受性

(%) 

6 

13 

発芳三勢

(%) 

97 

98 

品種名

小春ニ条

ミノリムキ、

注 2004~2005年度 ドリル播栽培
分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼 (250g製変)
総合評点、はビール酒造組合による計算式で、麦芽エキス、麦芽粗資自、可溶性愛素、コールバッハ数、ジアスターゼ

カ、最終発酵皮の6項目を点数化して算出、 100点満点

( 3 )麦芽品質

麦芽品質は蛋白含量が適正値の範聞から大きく外

れると本来の品質が評価できないため、比較的適正

値に近い2004年産と2005年産のドリル播栽培の収穫

物で評価した。麦芽エキスは「ミノリムギjより明

らかに多い“やや多"で満点の億に近い(図 2)。

麦芽粗蛋白は fミノリムギJより多い“やや多"で

損粒歩合が大きい。精麦自度は「ミノリムギ」より

やや優れ、シュンライと同等であるが、 fファイパ

より劣り、大麦種畜特性分類調査報告書

の基準では「ミノリムギ」と関じ“やや大"に区分

される。炊飯麦の白度は「ミノリムギ」ゃ「シュン

ライJよりわずかに優れるが、「ファイパースノウ」

より劣る(表13)。

一スノウ
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表15 岩手県一関市舞川地匿におけるは、春ニ条」の生育及び収量性 (2006年度)

品種名 発"'!f泉谷 芸美雪筈
出穏期 稗長 穏長 穂数 収量 標準比 リットル

(月/日) (cm) (cm) (本IrrO (kg la) 率(%) 重(g)

小春一条 1.0 0.0 51 7 97 5.1 474 35.0 104 648 

あまぎニ条 2.0 0.0 51 1 81 5.7 448 33.6 100 670 

ミカモゴールデン 1.0 0.0 4/30 79 4.4 420 27.3 81 644 

シュンライ 1.0 0.0 51 3 92 4.1 284 36.4 108 643 

品稜名
(g) 
粒の肥脊 赤かび粒 発"'!f粒 基祭粒 側面裂皮 凸綾粒 剥皮 外観品質

小春一条 43.9 6.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 1.0 5.0 

あまぎ二条 39.4 4.5 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 5.0 

ミカモゴ-)レデン 39.3 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 4.0 

シュンライ 37.3 4.5 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 。。 6.0 

注.I政幅70cm、播幅15cmの条橋、橋種設5kg/10a 採種期10月20日 施肥量.現地慣行
-125:面積:8.4m (6.0m x 0.7m x 2殴) 2区制
発芽良夜 1 (良)、 2 (やや良)、 3(中)、 4(やや不良)、 5(不良)
寒Z雪害と障害絞 o (無)、 1(微)、 2(少)、 3(中)、 4(多)、 5(甚)
リットル重はリットルチiーを用いて測定、 殺の肥熔 3 (熔)、 5(中)、 7(豊満)
外観品質 1 (上上)、 2(上中)、 3(上下)、 4(中j二)、 5(中中)、 6(中下)、 7(下上)、 8(下中)、 9(下下)

ある(図 3)0本試験のデータでは「小春こ条Jの

麦芽粗蛋白はどール酒造組合の取り決めた麦芽評点

計算式による適正値範閉より低くなっているが、肥

沃地では逆に高くなりすぎることがあるので注意が

必要である。可溶性窒素は育成地の試験では適正値

の範囲内であるが、他の品種との比較から“極多"

に区分される(図 4)。コールバッハ数は“大"で、

適正値の上限を超えている(閲 5)。全室長素当たり

のジアスターゼ力は「ミノリムギ」より明らかに大

きい“大"で、満点の範囲に入っている(図 6)。

最終発酵度は「ミノリムギJと同じ“中"である

(閤7)0 以上の 6項目の評点を合計した麦芽総合評

点は、 76.0点で「ミノリムギjの39.8点より明らか

に優れる(表14)。その他の品質では水感受性は

6%と低く優れ、麦汁F グルカンは「ミノリムギj

より少なく優れ、麦I十粘度は同程度である。以上、

川、春ニ条Jの麦芽品質は「ミノ 1)ムギjと比較し

て、蛋白質の分解能力を示すコールバッハ数が高す

ぎる点を除き、明らかにイ愛れている。

4.栽培が想定されている地域での特性

f小春二条jの栽培が想定されている岩手県一関

市に、 2006年度の現地試験問場を設け栽培適性を調

べた(表15)。媛冬により積雪が少なく、根雪期間

が認められなかったため、寒害、雪害とも発生しな

かった。出穏期は 5月7日で「あまぎニ条jより 6

日遅く、 fシュンライ」より 4日連かった。穂、数は

やや多く、子実震は35.0kg/aで、「あまぎこ条J対比

104%であったorあまぎ二条Jと比べ、リットル重

は小さいが、千粒重は大きく、粒の肥癖は豊満で、、

剥皮(浮き皮)が“徹"殺度発生したが、他に顕著

な障害粒の発生はなく、外観品質は同等の“中の中"

であった。以上、寒雪害の発生がない場合は「あま

ぎこ条」と同等であった。

N 適地および栽培上の留意点

1.奨励品覆決定調査結果

(1)概評

奨励品種決定調査では10カ所の研究機関で4年間

にわたり、のべ22回調査が行われた(表16)。この

うち、有望が2回、再検討が14問、打ち切りが5回、

特性把撮につき中止が1田であった。特に岩手県、

表16 奨励品種決定調査における「小春二条jの収

量性と有望度

試験地 標準品種
試験年度

2002 2003 2004 2005 

岩手 77イパースノウ 82ム 87ム 82ム 94※ 

宮城古川ミノリムギ 105x 

秋問 シュンライ 108ム 162ム 1100 96x 

福島本場シュンライ 80x 

福島会津シュンライ 77ム 85ム※

福島相馬シュンライ 101ム

新潟 77イパースノウ 109x 

石川 77イパースノウ 102ム 105ム 1260※ 

福井 77イパースノウ 89ム 99ム 102ム 103ム

長野 ミノリムギ 79x 

注 数字は子実震の対標準品種比率(%)
O :;有望、ム得検討、 x 打ち切り、※特性把援
につき中止
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秋田県、石川県、福井県では 3~4 年間継続して試

験が行われ、“晩熟¥“寒雪害やや弱"、“低収"等

の指摘があった一方、“大粒"、“高整粒歩合"、“外

観品質良"等の点で良評価を得た。

( 2 )生育および収穫物調査成績

各県で実施された奨励品種決定調査成績を表17に

示した。「小春二条」の出穂期は「ミノリムギJと

「ファイパースノウJ(福島と相馬を除く)より l~

4 臼遅く、「シュンライ j より 5~1l臼遅い。また、

成熟期は「ミノリムギjと関等-，-5日遅く、「ファ

イパースノウ j より 2~6 白遅く、「シュンライ

より 4~8 日遅い。稗長は「シュンライ」より長い

が、「ミノリムギ」と fファイパースノゥJに対し

ては試験地により異なる。穏数は福島を徐き各地の

表18 各県研究機関における川、春二条」の捺精品質

試験

場所

捺精 欠損粒
J島精 炊飯麦

試験年度時間 歩合
白度 自度

(分.秒)~，~ (%) 
品種名

者手小春ニ条 2002.04.05 6.10 47.6 10.1 38.3 

77イパ』スノウ 6.50 48.5 9.5 38.6 

秋回小春二条 2003 -05 6.03 46.0 7.0 38.0 

シュンライ 6.30 44.0 6.5 34.8 

注.東北農業研究センターにて佐竹制作所TM05Cを用い
て指精。供試量180g。
自度はケット社製C300で測定。

標準品種より明らかに多い。子実重は宮城、秋田、

石川では標準品種より多収で、岩手、福島、会津、

長野では低収であり、気候および品種との関係で一

定の傾向は見られなかった。リットル重も一定の傾
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表19 各県研究機関における「小春二条」の麦芽品質

水感麦芽麦芽可溶性コールジアスタ最終 妥汁s- 麦汁
試験 発芽勢 総合
品種名 試験年度 受性エキス粗蛋自主義索バッハーゼ力発酵度 グルカン粘度

場所 (%) 評点
(%) (dm%) (dm%) (dm%)数(%)(WK/TN) (%) (mgl Q ) (mPa' S) 

岩手小春二条 2002叩05平均 98 28 83.3 9.5 0.73 48.1 278 85.0 76.9 51 1.57 

小春二条 100 21 85.1 7.8 0.65 52.6 260 86.7 61.4 33 1.53 
2005 

77イパースノウ 80 6 80.1 8.4 0.5δ 40.7 168 83.4 39.0 77 1.59 

秋田小春ニ条 100 6 84.1 9.1 0.77 52.7 211 83.9 63.8 75 1.60 
. 2004-05平均

シュンライ 99 32 80.5 9.7 0.75 49.5 156 80.4 38.0 88 1.70 

福井小春二条 98 4 84.3 8.8 0.73 52.1 288 84.8 69.2 81 1.54 
2004-05平均

ミノリムギ 98 5 80.8 8.1 0.61 47.2 218 84.3 49.0 124 1.56 

1主分析は栃木県農業試験場栃木分場に依頼 (250g製変)
総合評点はビール酒造組合による言十算式で麦芽エキス、麦芽粒蛋白、可溶性窒素、
コールバッハ数、ジアスターゼ力、最終発苦手度の6項目を点数化して算出、 100点満点

表20 栃木県農業試験場栃木分場におけるニ条大麦品種の麦芽品質

E建場
品稜名

試験 発芽水感麦芽麦芽可溶性コールジアスタ最終掛IIH:.'、ム仁3 麦tl's一変汁
勢 受性エキス粗蛋自室素バッハーゼ力 発酵度 グルカン粘皮

区分 年度
(%) (%) (dm%) (dm%) (dm%)数(%)(WK/TN) (%) 評点、(田glQ ) (mPa • S) 

水稲跡

サチホゴールデン 1999~ 97 15 86.0 8.8 0.73 52.3 234 87.9 73.6 39 1.56 

ミカモゴールデン 2003 99 14 84.4 9.3 0.70 47.1 211 86.7 79.4 50 1.57 

あまぎ二条 王子均 100 8 82.7 8.6 0.66 48.3 205 87.2 67.0 39 1.56 

大R 
サチホゴールデン 1999~ 99 15 84.1 11.0 0.74 42.3 260 80.5 40 1.58 

ミカモゴールデン 2003 99 13 81.7 11.9 0.73 38.4 245 62.6 48 1.54 
跡 あまぎ二条 平均 100 10 79.9 11.0 0.71 41.3 213 44.4 64 1.60 

I主.本表は「二条大変事rr品種『サチホゴールデンjの育成」栃木県幾業試験場研究報告第58号より抜粋した。
総合評点はどールj密造組合による計算式で、麦芽エキス、麦芽粧蛋白、可溶性皇室索、コールバッハ数、ジアスターゼ力、
最終発酵度の6項目を点数化して算出、 100点満点、

向は見られなかったが、二子粒重は長野を徐き明らか

に大きい。外観品費は fミノリムギ」に対しては試

験地で傾向が異なるが、 fファイパースノウJに対

しては同等の評価が多く、「シュンライ」に対して

は優れる評価が多い。

( 3 )鵠精試験成績

岩手県と秋凹県の研究機関で実施された奨励品種

決定調査の収穫物について掲精試験を行った(表

18)。岩手では fファイパースノウjより捻精時間

が短いが、掲精白度は低く、炊飯麦の白度は同程度

である。秋田では掲精時間、携精白度、炊飯麦の白

度のいずれも「シュンライJより優っていた。

( 4 )麦芽品質分析

岩手県、秋田県、福井県の研究機関で実施された

奨励品種決定調査の収穫物について、麦芽品費試験

を行った(表19)。岩手では2004年には、春二条」

の水感受性が高かったので、平均値もやや高くなっ

ている。麦芽品質の重要6項目の内、値が高い方が

良いとされる麦芽エキス、ジアスターゼ力、最終発

酵度は各地の標準品種と比べ、福井の最終発酵度が

ほぼ同等である以外はいずれも明らかに高く、ビー

ル醸造に適した値であった。麦芽粗蛋白は標準品種

と共に適正範圏より低いが、可溶性窒素は適正範圏

内に入り優れていた。コールバッハ数は適正範囲よ

り高く、標準品種より劣っていた。重要 6項目を点

数化した総合評点は、いずれも標準品積より明らか

に高かった。

2.栽培適地

奨励品種決定調査成績および特性検定試験におけ

る耐雪性および熟期から判断し、耐雪性と梅雨期の

雨害回避の麗から栽培適地は寒冷地(東北・北陸地

域)の平坦部で、根雪期間が70-80B以下の地苦と

判断される。

3.栽培上の留意点

稗長が長く、聴数が多くなりやすく倒伏しやすい

ので、肥沃地では平掃は避け、肥培管理に注意する

必要がある。

V考察

1.麦芽品費

「小春ニ条」は寒冷地の主要六条大麦より麦芽品

質の優れることが明らかとなった。しかし、脊成地
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(岩手県盛岡市)では既存の二条大麦品種は寒雪害

の被害を受け、正常な分析材料が得られないため、

「小春二条jの麦芽品質と他のこ条大麦品種との直

接比較ができない。そこで栃木県農業試験場栃木分

場産二条大麦品種との比較を行い、「小春二条jの

品費水準を推察する(加藤ら 2006、表20)。栃木

分場産で、は水稲跡園場が東北各地域産と比較的麦芽

粗蛋自の値が近似しており、麦芽品質の比較に適し

ている。ジアスターゼ力と並んで重要な特性である

麦芽エキスについては、育成地の「小春二条jは栃

木分場の「あまぎ二条」と河等、秋田産と福井産は

「ミカモゴールデン」と同等、岩手産は両品種の中

間であった。しかし、いずれの産地も最新品種であ

る「サチホゴールデン」と比較すると、明らかに少

なかった。ジアスターゼカは秋田産が fミカモゴー

ルデンjと同等である以外は、「小春二条jの方が

高く優れていた。コールバッハ数は「あまぎニ条」

と同等か高く、かっ適正値の上限を超えていた。総

合評点は秋田産が低めであるが、他の産地の「小春

二条」は栃木産の「あまぎニ条」と fミカモゴール

デン」の中間であった。以上から、「小春二条」は

少なくとも「あまぎ二条」並、またはそれ以上の麦

芽品質は有していると捻察される。「あまぎ二条」

(キリンビール株式会社 1979)は1981年に育成さ

れた品種であるが、 2000年代初めまでビール沼の主

力品種であった。

「小春二条」はコールバッハ数が高すぎる短所が

ある。コールバッハ数の高い品種として「スカイゴ

ールデンJ(谷口ら 2001)があり、品種畳録時の

データでコールバッハ数は50.4で、蛋白の溶けが他

の品種より早く多く溶けることが確認されている

(関和ら 2001)。しかし、「スカイゴールデンjは

大手ピール会社と契約し、日本麦類研究会の資料

麦の品種別作付面積」によると、 2007年産で

3550haの作付けがあり、ビール用ニ条大麦のシェ

ア第1位を占めていることから、コールバッハ数が

この桂度の値であれば、致命的な短所ではないと推

察される O 以上から、「小春こ条jは寒冷地におけ

るピール醸造原料として利用可能な品質を有してい

ると推察される。

2.今後の課題

「小春二条」は前述の岩手県一関市の2007年度現

地試験の収穫物を用いて、岡市の小規模醸造所で工

場規模の接造評価が実施された。その結巣、醸造所

の評価は高く、関市での栽培普及を当面の目標とし

て実績を重ね、奨励品種採用または産地品種銘柄の

指定を目指す予定である O しかし、奨励品種、産地

品種銘柄は、ある程度の栽培面積が確保されないと

難しい。そこで、今後の課題として、県内他地域の

醸造所での利用も進めていく必要がある。また、育

成地及び秋田県の奨励品種決定調査材料の分析結果

から、「シュンライ」と同等、またはやや優れる揚

精品質を有していると判断されることから、食用と

しての利用、さらには焼樹原料としての利用も図っ

ていく必要がある。そのためには、今後焼酎原料と

しての品質調査が必要である。
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付表 「小春二条」の育成従事者と担当世代

氏名

育成従事期間

試験年度 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

世 代交配F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 FlO Fll F12 

予検系適生検生検生検生検生検

谷口義則.03. 4.1 -' 07.8.31 

前潟秀和.04. 4.1 -' 07.8.31 

王子 将人.03. 4.1 -' 07.8.31 

伊藤総之，02.む-'07.8.31 

伊康美環子 '00. 4.1 -' 03.3.31 

中村 洋，97.10.1 -' 01.9.30 

中村和弘，96剖-'04.3.31 

古川 亮 '95.9.1 -' 03.3.31 

J¥ffi 浩一 '95. 9.1 -' 00.3.31 

伊藤 誠治 '95. 9.1 -' 97ふ31一一一一一一

現所属

現夜員

現在員

現在員

現在員

北農研

作物研

15 

長野農事試

北差是研

九段研

中央農1i}f
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